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中央教育審議会への諮問
青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成

長を促す方策について：具体的成功例

自治医科大学での30年の教育実績の追跡調査
教育実績（国試責任者、保健委員として）

義務年限９年間の個人評価回収：学外評価機関

教育面：特色ある大学教育支援プログラム ：平成15年度採択
自治医科大学におけるプライマリ・ケア教育

医療面：医師としての自治体医療機関の評価：80医大中一位
辺地医療勤務履行率97%：地域評価抜群

研究面：21世紀COEプログラム ・医学系 ：平成15年度採択
先端医科学の地域医療への展開

科学評価：ｲﾝﾊﾟｸﾄ･ﾌｧｸﾀｰ東大・京大を抜き全国１位

学生寮：６年間全寮制

教室・病棟：一体構造

運動場：ﾌﾟｰﾙ、体育館

自治医科大学における教育
知育：医師国家試験100%合格、過去27年平均全国１位
徳育：６年間全寮制と臨床現場体験による人格陶冶
体育：東日本医科学生総合体育大会4位、過去優勝4回
食育：学生食堂：規則正しい生活：寮務主事の指導

高久学長は日本医学会会長： 自治医大ホームページhttp://www.jichi.ac.jp
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教育の最大の目標は社会人としての人格、技能、行動の評価

教育成果判定：全卒業生
の評価が回収されている。

大学別年度別医師国家試験合格率順位

大学名 合格率

自治医大 100.0%

筑 波 大 98.9%

防衛医大 98.2%

( 7位 東大 96.2%)

大学名 合格率

自治医大 100.0%

順天堂大 97.7%

防衛医大 96.9%

(21位 東大 93.3%)

大学名 合格率

自治医大 100.0%

防衛医大 100.0%

三 重 大 98.0%

(24位 東大 94.0%)

順位

１

２

３

2005年度（第99回）2004年度（第98回）2003年度（第97回）

全寮で規律正しい自治医大、防衛医大が良く、放任傾向の東大は低い。

自主学習方式ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとしたところ全国順位は38位に転落
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大綱化後の自主放任型教育ｶﾘｷｭﾗﾑで初の卒業生の出た
1999年には国試合格率が全国38位に急落し､体育も低下した。

そこで従来の丁寧な指導に回帰させ知育、体育を復活。

2000

２００１

２００２

自主放任期間 回帰

自主ｶﾘｷｭﾗﾑでは選択の
体育の受講者が減少、
部員数も約百名減った。

国試
成績
も回
復へ

厳格･親切な教育

体育の成功と敗退

１位→20位→4位

大学別 Impact Factor 1992～2002

科学論文の質の高さを示す被引用度/編

（米国 Inst. Sci. Inf.の順位 2004年朝日新聞社大学ﾗﾝｷﾝｸﾞ）

3,381

54,724

39,310

１３８

１３６

１３０

自治医大

東 大

京 大

１

２

３

論文編数Impact factor大 学 名順位

自治医大の入試偏差値は東大より低く、９年の辺地義務があるが研究業績は上位
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意欲を高め、心と体の相伴った成長を目指す

従来の誤った行動や無気力の変容が不可欠

日本人の性格遺伝子に合った体験の感動

行動変容は難しい！

学生を動かす三角形

Knowing
（知識）

Feeling
（感動）

Doing
（行動）

講義 実技や体験

？？

「へぇー」「へぇー」
（驚き）（驚き）

温和しく、消極的で横並びの日
本人の教育には、小ｸﾞﾙｰﾌﾟで
丁寧な教え方がよい。質問をし
ないので、理解度は毎回ﾐﾆﾃｽ
ﾄで調べるとよい。

講義は必要であるが
必ず感動を与える様
な実体験（寮生活、臨
床実習など）の工夫を
しなければ、活力が
湧かず身に付かない。
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自治医大の辺地・離島医療実習
医師教員は基礎医学教授でも指導に参加

救難飛行
艇 US1

現在では全国各都道府県の衛生部と辺地卒業生が指導。

検診と同時に辺地の研究にも学生が参加
Biochem. Biophys. Res. Commun２９５：２０７－２２２（2002)

辺地医療は防衛医大でなく自治医大

※※pp＜＜0.050.05（（vsvs..対照群）対照群）

小グループ演習後個別指導の効果
ランダム化比較試験で判定
対照は講義と指導書と歩数計
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対照群 介入群

減量成功率（5%以上）

対照群 介入群

体重の変化（６ヶ月）

坂根直樹博士の自治医大生への講演



6

県別Na排出量全寮制自治医大学生（24時間尿）
生化学実習で食塩摂取を毎年自身で体験

香川靖雄他栄養学雑誌38:155-162(1980)

２０１－２３６ｍ Eｑ
１８１－２００ｍ Eq
１６１－１８０ｍ Eq
１４１－１６０ｍ Eq
１３６－１４１ｍ Eq

国民栄養調査1995年13.2g→2002年11.4g

測定人数

N=208

(Na1Eq=食塩58.5g)

日本東北部出身学生は食
塩摂取が南西部出身学生
よりも有意に多い。

朝食摂取と成績（全寮制の自治医大生を対象）の相関
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朝食欠食者

平
均
順
位

（位）

出典：香川靖雄（1980）『栄養学雑誌』38、283-294

離島・辺地出身
者の偏差値は国
立大学よりも低
いが、規律正し
い教育後の人格、
知識、技能は抜
群となる。
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松果体

網膜
視交叉上核

脊髄（胸髄）

眼球

室傍核

上頸部交感神経節

中間外側核

日周ﾘｽﾞﾑは視交
叉上核が光と食事
で決める

松果体のﾒﾗﾄﾆﾝ
で睡眠が起こる

情動：好悪の中枢：扁桃核

やる気の中枢：
側座核 ﾄﾞｰﾊﾟﾐﾝ

前頭前野

日  本 アメリカ

セロトニン・トランスポーターの遺伝子多型の日米差

ＳＳ型
68.2

従順
消極

ＳＳ型
18.8

ＬＳ型
30.1

ＬＳ型
48.9

積極、
自主

ＬＬ型
32.3

超積極

ＬＬ型
1.7100

80

60

40

20

0

％
遺
伝
子
多
型
の
頻
度
（％
）

温和しく
横並び
で安心
する性
格なの
で集団・
個人に
親切に
厳しく、
教育す
る。

自主独立
の米国学
生には、
ゆとりの
教育を、
資源と目
標を与え
て自由に
教育

先生は
黙ってい
て下さい。
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5-HTT

0.0

50.0

100.0

L/L L/S S/S

性格の遺伝子多型の頻度 （調査人数=264）

自立型、
ストレス
を感じに

くい

不安・
ストレスを
感じやす

い

DRD4

0.0

50.0

100.0

２～４R のみ 5～7R　有

新奇探求性
ストレスを感じにくい

ｾﾛﾄﾆﾝ輸送
体の多型

S/S型

動機付け活性化ﾄﾞｰﾊﾟﾐﾝ受容体４多型

山川、香川 他：Biochem. Biophys. Res. Commun. 334: 1165 (2005)

白人型

日本人型

日本
人型

心理ﾃｽﾄより
も客観的

怖い顔を見
た時などに、
好き嫌いの
感情を現す
扁桃核（右
図赤）が活
動する。日
本人に多い
S/S型は扁
桃核が敏感
に反応する。

Hariri AR: Brit.Med.Bulletin 65: 259-270 (2003)

機能的磁気共鳴画像法による情動の遺伝的相違

セロトニン輸送体

S型 L型
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空腹時血糖値の
リバウンド量

19.07 -0.88
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S/S型の空腹時血糖値は丁寧な個別受講で
有意に低下しリバウンドも少ない （香川､2005年）

空腹時血糖値の受講に
よる低下量
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行動変容のｽﾃｰｼﾞﾓﾃﾞﾙ

ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ＝宣言

再発防止訓練

実行可能な易しい目標
達成毎に自信（自己効力感）

状態の把握

情報交換

環境調整

社会ｻﾎﾟｰﾄ

自己監視法

刺激統制法

約束
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稲作ﾓﾝｺﾞﾛｲﾄﾞの遺伝的特稲作ﾓﾝｺﾞﾛｲﾄﾞの遺伝的特
徴に基づいて、小ｸﾞﾙｰ徴に基づいて、小ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟﾌﾟ･･個人別で、実体験の個人別で、実体験の
感動を動機とした丁寧で、感動を動機とした丁寧で、
規律正しい教育が良い。規律正しい教育が良い。

諮問への私の答申：青少
年の意欲を高め心と体の
相伴った成長を促す方策
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